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『健康・福祉・子育てについて』



『健康・福祉・子育てについて』 グループA

地 域

運動する場所

移住者との
つながり

支えあいよりも
自分でやらなきゃ
いけない事が多い

（雪かき・枝払い
etc）

地域がつな
がっていること
による安心感

地域のつながり こまかいニーズ
への対応

担当者との距
離が近い

女性検診など
無料で受けら
れる

18歳まで村が

医療費を負担
してくれる

「動ける人で動けない人を支
える」というやり方はどこま
で通用するのか
最終的には公助、予算増？

有償ボランティア

かなり広まってき
たのでは

車を持てない
高齢者の移動
について

公共交通の
利便性

環 境

若い子が病む。

精神系の理解
不足

ASD・ADHDの

グレーゾーン
の支援の充実
を

若い子がやめ
ない職場を

若い人が相談
しやすい環境
づくり

逃げ道を作る

障がい者との
ふれあい

現場で声をあ
げる
現場の声をきく
共有する

出 産

出会いの機会

出産しても自
分で子育てを
しない

子育てしたくな
るような環境の
提供

出産後の母へ
のケア

子育て支援見
直し

子育て・保育
誰でも使用で
きる交流ス
ペースの設置

子育て中の母
親（保護者）が
気軽に相談で
きる場所をつく
る（子供が遊べ
る場所）

保育士の
人手不足

子供が遊べる
場所

勉強やバンドと
か自由にでき
る場所がある
と良い

園児の多さ

⇒出産できて
いるということ

保・小・中1校

ずつなので、
連携が取りや
すい

保・小・中1村1

園1校のため、

行政とも連携
はとりやすい

専門的な職員

心理士・相談
員・カウンセ
ラー採用

コロナウィルス
を機に業務分
担の拡大

仕事増⇒人材
増

可能な課題点
の見直し
⇒実現

業務改善

仕事を減らし
人を増やす

どこにどれだ
けの負担がか
かっているか、
まず洗い出す

役場全体の意
識改革

教育委員会

課内の業務見
直しの話し合
い

組織の見直し
業務分担

職員同士の協
力体制
現状＝応援

業務負担

保育、未満児
保育、一時保
育、早朝・延長
保育

業務内容の見
直し

子
交流スペース

子育てしにくさ、園での過
ごしにくさを感じている子
供たち、保護者の方を支
援していく組織がしっかり
と確立されていないため、
（例：専門の心理士や経験
のある相談員等）早い段
階での専門機関の支援が
受けられない

優 先

弱み強み 取り組み

凡例



『健康・福祉・子育てについて』 グループB

高齢者

子供の医療費
が無料になる
こと

村内に診療所 近くの市町村
に比較的大き
な病院がある

老人医療費に
金がかかり過
ぎているため、
老人ばかりが
得する村に
なっている

老員医療費に
金がかかりす
ぎている

老人医療費に
金がかかって
いるため、現
役世代の負担
が大きい

老人医療費の
年齢の更なる
引き上げまた
は廃止

優 先

働く高齢者が
多い

高齢者 移住
して来られた
方の家族のサ
ポート不足

施設の職員不
足

ケアマネ不足

障害福祉サー
ビスの管理す
る専門家がい
ない

高齢者が自由
に通える場が
少ない（特に男
性）

資格取得補助 必要な人員の
把握とその職
員の採用

住民同士顔が
見える関係

住民同士のう
わさに気を付
けているので
なかなか本心
が言えない

保・小・中が1

つずつなので
連携がとりや
すい

保育園
3才未満が手
いっぱい

4才児（検)健診
がほしい

保育士の人員
増

保育園

子供が増える
と当然障がい
児も増える。そ
このフォロー、
療育施設ほし
い

障がい児がい
て、保育士対
子供の人数比
とは別に人員
が足りない

障がい児早期
発見のための
専門家がいな
い

保育士の負担
になる

母子発達相談
は毎月の回数
が少なく、いっ
ぱい

言葉の相談

母子発達相談
など村でやっ
ていてよい

療育施設が遠
い（基本的に
下諏訪まで行
く）

障がい児の受
入のための施
設・設備が不
足

引きこもり支援
不足

近隣と一緒に
または独自に
施設を建てる

療育施設をつ
くる

大人の発達障
がいの講演会
が夜に一度
あった

心理士、作業
療法士を常駐
させる

乳児の親が集
まる場での発
達障がいに関
する啓発

子供支援セン
ターつくる（障
がい児、子育
て支援などの
サポートセン
ターとして）

障がい児

子育てサロン あひるクラブ

ジュニア教室
など子供を対
象とした教室
が多い

子供に対して
自然が近くに
あるならでは
の遊びを提供
できる。（竹を
切って水鉄砲
作りなど）

シングルマ
ザーも生活で
きる（と聞いた
ことがある）

子育て

通院、介護
サービス利用
の足不足

国が施設の統
合を推す中、
保健センターを
独立して建て
てしまった

LGBTなど同性

婚のパート
ナー認定をし
てはどうか

弱み強み 取り組み

凡例



『健康・福祉・子育てについて』 グループC

医療保障の周
知（もっと）

医療費
高3まで完全無
料

医療費の給付
がある

18歳未満65歳

以上の医療保
障

高齢者の医療
費サポート（無
料ではなくなっ
てしまったが
…）

医療費の財政
負担

差別化できる
ほどの特徴、
個性が足りな
い

人数が少ない
ので、きめ細
かいサポート
ができる

他市町村と比
べ、きめ細や
かな支援が受
けられる

細かな情報が
入りやすい

村民同士の距
離感の近さ

高校生のコミュ
ニティ活動がな
い

情報が入って
こない

住民が参画で
きる事業

バスケットコー
トを作る

交流の場の創
設

出会いの場が
ない

若い人同士の
つながりが少
ない

若い人が戻っ
てこない

医療施設がそ
こそこ充実して
いる

診療所が近い
病院も近い

医療施設を維
持する

子ども課 役場の体制強
化（子ども以外
のことも）

核家族が少な
く、介護など協
力できる

高齢者が元気

高齢者が活躍
できる場が少
ない

高齢者に仕事
を委託する

高齢化が進ん
でいる

企業数が少な
い

スーパーが1つ
しかない

障がい者支援
がそもそも啓
発できていな
い

Uberタクシー
事業

高齢者の移動
手段が少ない

交通手段が限
られる

高校生の送迎

移動手段を
増やす
（高齢者の）

冬の期間に体
を動かせる施
設場所が少な
い

自然豊か

アウトドア活発
になる

原山のほうに
スポーツ施設
をつくる

冬のイベント増
やす
・スノーシュー
・かまくら
・保存食作り

歩数を原村で
使えるポイント
にする

ストレスが少な
い

天気が良い

子育てサロン
の開設時間、
日が少ない

子供の遊び場

公園などが少
ない

保育料3人目
～無料

保育園待機児
がいない

私立保育園
ベビーシッター
呼ぶ 増やす

子供が安全に
遊べる公園の
整備

親の交流もで
きる場所も兼
ねる

高原野菜ラー
メンを作る

原村の野菜な
どをつかった
学校給食がお
いしい

小・中が1校ず

つで、環境の
変化が少ない
（子供が安定
する。情報共
有しやすい）

保・小・中が1

つなので、何
かトラブルがあ
ると転居する
方法しかない

〇

優先

弱み強み 取り組み

凡例

優先

優先


